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研究成果の概要（和文）：アジア・バロメーターは膨大な生活の質を中軸としたデータをアジア

三十一カ国の世論調査を基にしたものであるが、成果はさまざまな視点から面接して得られた

反応を分析と総合がその仕事の大部を占める。すでに２００５年以降から分析・総合を進めて

きたが、作業が膨大になり、２０１２年まで優にかかった。生活の質については、The Quality 
of Life in Asia （Springer, 2012 )をはじめ、主として数多くの雑誌論文を英文で刊行してきた。

２０１３年には『アジアの心を写す鏡―アジア・バロメーターの知見』（西村書店、印刷ページ

が６００－７００となる予定、２０１３年７月刊行予定）が完成される。その他にも主として

英文で学術書を２０１３年、２０１４年、２０１５年に予定している。 
 
研究成果の概要（英文）：The AsiaBarometer has generated massive data on quality of life 
in Asia. It covers 31 societies and in terms of subjects, quality of life, health, social 
capital, social and political institutions, global life. We published a dozen books and 
numerous journal articles. In English The Quality of Life in Asia, Dordrecht, Springer 
2012 is a most comprehensive publication in English whereas in Japanese Asia no kokoro 
o utsusu kagami: The AsiaBarometer's Findings is a most comprehensive work in Japanese. 
More books and numerous journal articles will be published in 2013-2015. 
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１．研究開始当初の背景 
このプロジェクトのリーダーである猪口孝

は、1970 年代初め頃に出発したユーロ・バ

ロメーターの元祖、ジャック・ルネ・ラビエ

博士（フランス世論調査研究所所長）に 1978
年にパリで会見を求めた。猪口は以前からユ

ーロ・バロメーターのアジア版（アジア・バ

ロメーター）とでもいうものをやりたいと考

えていた。ラビエ博士にその構想について相

談し、注意すべきことをアドバイスしてもら

った。2005 年、文部科学省の科学研究費助

成事業にアジア・バロメーター世論調査の実
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施を企画応募し、2005 年－2009 年事業で採

択された。 
 
２．研究の目的 
アジア人は何を考えているかわかりにくい
とよく言われる。その一つの理由は世論調査
データが乏しいことである。アジア・バロメ
ーターは世界でも唯一無比の全アジアをカ
バーする大規模調査であり、そのアジアで人
はどのような生活を送っているか、生活の質
をさまざまな角度がから実証データをつく
り、それを基に生活の質、健康、社会資本、
社会制度、政策イシューズなどを分析してい
る。オープン・アクセス方式なので世界中の
学者に広く使われている。 
 
３．研究の方法 
アジアの３１の社会で各社会でほぼ１００
０のサンプル・サイズで面接方式で世論調査
を実施した。人口サイズの大きな社会では一
回に限らず、３－４回世論調査を２００５－
２００９年の間で実施した。生活の質、健康、
社会資本、価値観、社会制度、政治問題、国
際関係などについて、質問を行い、世界でも
唯一無比の広範な主題についてアジア人の
反応を得ている。これらの膨大なデータを学
術的に分析している。研究方法は正統的な社
会科学世論調査分析を使っている。刊行は主
として英文で行い、全世界に発信されるだけ
でなく、受信されていることがグーグルなど
の論文の被引用件数で知ることができる。 
 
４．研究成果 

（１）方法論的な成功は権威主義的な政治体

制の多いアジアで２つ（朝鮮民主主義人民共

和国とティモール・レステ）を除いてすべて

の国家（と台湾と香港）２９とアジアの隣接

国米国、ロシア、そしてオーストラリアを加

えて３２の国家（と地域）で「生活の質」に

焦点を当てた全国無作為（ないしそれに匹敵

する）世論調査を実施できた。世界でも唯一

無比の成果である。当局の許可をとることが

権威主義国のほとんどで不可欠であるが、実

施されたくない質問を特定してもらい、その

他の質問は温存することを確認する戦略は

大成功であった。 
（２）理論的にみると、近代化、グローバル

化、文明の衝突、アジア的価値などの仮説を

検証できた。その中でも個人の生活の諸側面

についての満足度の各国ごと因子分析を使

って市民社会の類型を（ａ）物質主義、（ｂ）

脱物質主義、（ｃ）強靱な公的部門の次元の

内二つを組み合わせることによって、市民社

会からみた国の類型をつくることに成功し

た。各国について１回から４回まで世論調査

を実施しているが、各国ごとに反応者をプー

ルすることによって、因子分析結果がローバ

ストにすることに成功している。（ａ）と（ｂ）、

（ａ）と（ｃ）、（ｂ）と（ａ）、（ｂ）と（ｃ）、

（ｃ）と（ａ）の類型である。これを民主主

義－権威主義尺度からみたレジームの類型

と組み合わせた政治体制論を提出できた。政

治体制論は国家レベルでの比較政治にアリ

ストテレスからロバート・ダール、そしてマ

ルクス主義的著者にいたるまで、市民社会な

しの類型論が圧倒的である時に、本研究は証

拠を基礎にした国家論と市民社会論に一石

を投ずるものとなっている。 
（３）主題内容に目を転ずると、生活の質の

認識は高経済成長の達成者で、高度に民主主

義的市民である日本、韓国、台湾がアジアで

最も不幸である。一人当たりの所得からみて

最低の南アジアの国がアジアで最も幸福で

ある。宗教と（村落などの）共同体の果たす

役割が大きいとみられる。平均してみると、

東アジア、中央アジア、東南アジア、南アジ

アの順に不幸である。 
（４）物質主義は生き残り、脱物質主義は社

会関係、強靱な公的部門は強い国家を意味す

るものであるが、これらの次元から市民社会

類型論を構築できることを証明している。市

民の一人一人の日常生活での満足度のパタ

ーンから析出した市民社会類型論であり、社

会人類学者、社会学者、地理学者などが提出

してきた社会類型論とおおむね整合するも

のでもある。 
（５）対人信頼や制度信頼からみると、アジ

アの社会は歴史的に形成され、累積された政

治文化のパターンによっておおむね説明で

きる。（ａ）人間性についての儒教やヒンズ

ー教などにみられる信念、つまり性善説や性

悪説、（ｂ）英国植民地主義下で培養された

個人主義的功利主義、（ｃ）共産主義下で生

まれた社会システムに対する服従・同調とい

う３次元である。 
（６）「高齢者による平和」というマイケル・

ハースの仮説、軍事予算と年金予算の優先順

位からみると、多くの社会で高齢化とともに、

平和志向がつよくなっていることが検証さ

れた。しかし、これは市民社会のレベルでの

話で、上部の政治レベルのモデル化は各国ご

とに複雑なモデルが構築されなければなら

ない。 
（７）政府許可証の付与に纏わる市民の行動

選択はアルバート・ハーシュマンの仮説、パ

フォマンスの悪化している組織・社会での個

人の対応、つまり脱出、抗議、忠誠の三個の

分布は日本、中国、インド、米国、豪州、ロ



 

 

シアでどのようなパターンを示すかを政治

文化の通説を実証する形で検証できた。 
（８）成果発表の形態については、世界で有

数の一流学術雑誌に論文を刊行することを

機軸にしてきたことも、世界で有数の学術出

版社から学術書を刊行できたことも、成功の

大きな理由である。グーグル・スカラのスコ

アが１９９０年代から２０００年代、そして

２０１０年代へと代表者分が年々増加して

いることもその成功を証明する大きな証拠

である。 
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